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          ～青少年を社会全体で見守るあたたかい地域づくりへ～ 
 

 
 京都府青少年育成協会におかれましては、平素から京都府政の推進に格 

別の御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

近年、ＳＮＳの普及などにより、子どもたちを取り巻く環境は大きく変 

化し、ネット上での誹謗中傷やいじめが深刻化しています。また、ヤング 

ケアラー、児童虐待、貧困、ひきこもり等の家庭をめぐる課題のほか、学 

校、地域社会、就業においても、多くの課題が顕在化している状況です。 

こうした中、貴会におかれましては、青少年育成市町村民会議及び各青少年関係団体と連携 

を深めながら、「少年の主張京都府大会」や「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」の開催 

など、青少年の健全育成活動を推進してこられました。さらに、貴会に運営を委託している京 

都府立青少年海洋センター（マリーンピア）では、多くの青少年に自然体験活動の場を提供さ 

れるなど、青少年をあたたかく見守り、その健やかな成長を支援する地域社会づくりを進めて 

いただいておりますことに、深く感謝いたします。 

京都府といたしましても、今後とも全ての子どもがひとしく、健やかに成長することができ 

るとともに、安心・温もりを実感し、夢や希望をすべての地域で実現できる「あたたかい京都 

づくり」を進めてまいりますので、引き続き、皆様の一層の御理解と御協力を賜りますようお 

願い申し上げます。 

結びに当たり、貴会のますますの御発展を祈念いたしまして、私からのあいさつとさせてい 

ただきます。                                

京都府知事 西 脇 隆 俊 

公益社団法人 京都府青少年育成協会 
京都市上京区出水通油小路東入丁子風呂町 104-2  

京都府庁西別館 3F 
Tel 075-417-0602    
Fax 075-417-0603 
E-mail kpyda@cello.ocn.ne.jp 
URL http://kyoto-seishonen.or.jp/ 
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      Vol.137    明るい家庭と地域の輪が育てる心豊かな青少年            令和 7年 3月（2）   
令和 6年度第 2回理事会を開催 

■開催日時 令和 7年 3月 13日（木）13:30～  ■会  場 京都テルサ東館 3階 C会議室 

令和 7度 事業計画及び予算が承認されました！ 

令和 7年度の主な事業 

■青少年健全育成府民運動の推進等 
●青少年健全育成推進のための街頭啓発活動 

・青少年（育成）団体等と連携・協働し、全国強調月間（7月・11月）に呼応し、街頭啓発・ミニコンサート等を実施します。 

・京都府内の駅前などを中心に啓発活動を展開します。 

・青少年育成市町村民会議等と連携･協働した啓発活動を推進します。 

・京都府と連携（共催）し、月間のパネル展を実施し、協会ＨＰを活用した 

広報・啓発活動を充実します。 

・青少年の健全育成に係る啓発資料の作成等を検討します。 

●『大人が変われば子どもも変わる運動』の推進 

●『青少年育成市町村民会議懇談会』の開催 

●『青少年育成市町村民会議の訪問』の実施（京都府家庭・青少年支援課と連携） 

●『青少年健全育成地域連携推進事業』の実施 

府内各地域で青少年育成市町村民会議及び青少年（育成）団体等と連携・協働し、いじめや少年非行等の 

未然防止など、青少年の様々な課題解決に向けた取り組みを進めます。 

＊「京都府青少年すこやかフォーラム」を開催 

 青少年健全育成に関わる多くの皆さんの学びや思いを交流する場として、青少年育成市町村民会議と 

京都府・京都府青少年育成協会共催で市町村を会場に開催を検討します。 

●「いじめ・非行防止フォーラム」の開催 

 府内の各教育局等と連携（共催・後援）し開催します。 

●広報・情報提供事業 

■青少年の自主活動・社会参加の促進、活動支援 
●第 47回「少年の主張京都府大会」の開催（開催日/令和 7年 9月 13日（土） 場所/京都市国際交流会館） 

●青少年団体等への活動支援 

■「家庭の日」運動の普及・推進 
●「家庭の日」運動の普及・推進 
  ＊「家族ふれあい大賞」「家庭の日絵画展」入賞作品を活用したカレンダーの作成 

●令和 7年度「家族ふれあい大賞」第 29回「家庭の日絵画展」の実施 

●「家庭の日」等に家族がふれあう「きっかけ」となるメニューを HP等で毎月シリーズで紹介するなど、 

家族で話す時間や機会を増やし、家族の思い出や絆づくりとなる取組の実施 

■青少年の問題行動の防止、非行対策及び社会環境浄化の推進 
●『青少年の被害・非行防止全国強調月間（7月）』及び『秋のこどもまんなか月間（11月）』の取組 

●京都府子育て環境日本一推進会議＜京都府事業＞への参画 

●京都府青少年健全育成審議会＜京都府事業＞への参画 

●京都府青少年健全育成功労者等知事表彰＜京都府事業＞への協力 

●「青少年の健全な育成に関する条例」の趣旨に基づく社会環境浄化の推進 

●各団体事業等への共催・参加協力 

■会員団体との連携・活動支援 
●青少年の育成に関する講座等の開催支援  ●会員団体等の活動に対する助言、共催・後援等 

●啓発資材等の貸出 

■京都府立青少年海洋センター（マリーンピア）の利用促進 

  

 
市町村民会議訪問 

第 2回理事会 
 

 
市町村民会議懇談会 

 
イオンモール KYOTO 

街頭啓発活動 

 
イオンモール高の原 
街頭啓発活動 

 
京都府青少年すこやかフォーラム 

 
少年の主張京都府大会 

 
家庭の日運動啓発カレンダー 

広報誌「わかもの京都」 
2024夏号         2025冬号 
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       Vol.137     青少年をあたたかく見守る地域社会づくり              令和 7年 3月（3）   
-青少年の心を育てるキャンペーン- 

大人が変われば 子どもも変わる運動
～大人へのメッセージ～ 

今日、子どもたち自身の規範意識・社会性の低下や、家庭、地域社会における教育力の低下が懸念されています。また、

児童虐待やいじめ問題、インターネットや SNSの利用に関するトラブル等も憂慮される状況にあります。 

こうした課題に対応するためには、親として、大人として、地域社会の一員として自ら姿勢を正し、子どもたちの目にど

のように映り、その心の成長にどのような影響を与えているかを考え、良き手本となるよう、大人自身が今の時代に求め

られているモラルやルールを守り、子どもたちを育てる健全な社会環境づくりを推進することが大切です。 

「シリーズ 6 子どもたちからのメッセージ」を「大人へのメッセージ」として掲載します。 

「何でもゲームにしてやれ！」 

～大人の仕事～ 

      （公社）京都府青少年育成協会 
副会長  西 村 伸 次 

（日本ボーイスカウト京都連盟 副連盟長） 

100年前のボーイスカウト運動創始者（英国のベーデンパウエル卿）の著 

書に「スカウティングはゲームである」と記されています。これはスカウト運動は 

楽しいものでなければならないということでしょう。また、「大人にとっては仕事 

である」とも記しています。これは青少年を健全に育成しなければならないということだと思います。 

いつの時代も少年たちがゲームに興じるのは、現代でも全く同じではないでしょうか。あるお母さ

んから、子どもが夏休みに朝から晩まで電子ゲームに興じて、ご飯を食べに食卓に来ないと不満をこ

ぼしておられたことを思い出します。 

ゲームは、なぜ少年たちを夢中にさせるのでしょうか？「楽しいから」「その世界に没頭してしまうか

ら」野球やサッカーなどのクラブ活動をやっている少年たちも、日頃の練習よりも、ゲーム(試合)の方

が楽しいはずです。それは、「勝ち負けがあるから」「勝ったときの満足感と喜び」それに至る段階の

「作戦」や「スリル」、「駆け引き」といったものが楽しさを生み出すのでしょう。 

「大人にとっては仕事」というのは少年たちにこうあって欲しい。こんな人間に成長して欲しいとい

った願望があるからでしょう。 

スカウト時代の私は、班対抗ゲームに勝つために、班の集会でチームワーク作りや、練習を積んで

次回もゲームに勝とうなんて考えたものでした。そして、優勝したときの隊長からもらう「ウッドクラフ

ト」や「レザークラフト」の記念品を奪取するために！でもありました。 

じゃぁ、大人は少年を夢中にさせるためにどうすればいいのでしょうか？ 私は、「何でもゲームに

してやれ！」と思うのです。例えば、朝会ったときに元気な声で挨拶をしましょうといった目標があると

しましょう。私は心の中でゲームを組み立てます。私が先に「おはよう！」と挨拶したら私の「勝ち！」

相手が先だったら私の「負け！」そうして相手の目を見て大きな声で元気に挨拶をします。最初のう

ちは連戦連勝でこのゲームに勝つことが出来るのですが、時にはゲームに負けることがあります。普

通はゲームに負けて悔しいのですが、この時こそが「大人の仕事」まさに痛快な瞬間なのです。 
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賞 タイトル 氏 名 学校・学年 

＜家族ふれあい大賞＞    

京都府知事賞 
京都府教育委員会教育長賞 

かぞくで もぐって びっくり 
跳びはねろ 立ち上がって 歌おう！ 

鷲  田  海佳人 
植  松     晃 

宇治市立岡屋小学校 3年 
亀岡市立城西小学校 6年 

京都府青少年育成協会会長賞 鯛、獲る！！ 髙  橋  篤  人 精華町立東光小学校 4年 

＜「家庭の日」賞＞    

京都市長賞 家族でクワガタ 大そうさく！ 河  邉  純  羽 京都市立花園小学校 4年 
京都市教育長賞 家族４人で行った 楽しい海 錦  織  千  琴 京都市立梅小路小学校 1年 
京都府市町村教育委員会 
       連合会会長賞 

みんなで楽しい まどふき 畑  本  乃々葉 舞鶴市立余内小学校 1年 

京都府小学校校長会会長賞 楽しかった 乳搾り体験 山  口  蒼  衣 舞鶴市立新舞鶴小学校 4年 

京都市小学校長会会長賞 
京都府私立小学校連合会会長賞 

花火大会の帰り道 
いとこと一緒に じゃがいもほり 

谷  口  晴  章 
和  田  梨  月 

京田辺市立薪小学校 1年 
亀岡市立薭田野小学校 2年 

＜まいにちがたからもの賞＞    

毎日新聞社賞 家族の顔より 大きなきゅうり 矢  倉  史  章 木津川市立高の原小学校 2年 
読売新聞社賞 かぞくで花火 たのしいな 瀬戸川  英  杜 木津川市立城山台小学校 2年 
産経新聞社賞 家ぞくで見た 夏の星空 森  下  大  地 長岡京市立長岡第七小学校 2年 
日本経済新聞社京都支社賞 みんなで流しそうめん 湯  浅  美  織 亀岡市立南つつじケ丘小学校 5年 
NHK京都放送局賞 みんなでラーメン屋さん 辻󠄀      愛  梨 綾部市立綾部小学校 1年 
エフエム京都賞 家族みんなで田んぼのお世話 阪  部  璃  桜 城陽市立寺田西小学校 3年 

＜優秀賞＞（順不同）    
優秀賞 あついひには かきごおり さいこう 岡  田  琉  生 舞鶴市立中筋小学校 1年 
優秀賞 アジサイ公園で家族でピクニック 佐  藤  彩  光 舞鶴市立朝来小学校 4年 
優秀賞 家族でお花見 奥  田  佳  乃 亀岡市立安詳小学校 2年 
優秀賞 お父さんと草ぬき 清  水  操  希 綾部市立西八田小学校 4年 
優秀賞 かぞくでたのしいみずあそび 吉  村  陽  翔 木津川市立梅美台小学校 1年 
優秀賞 うわーっとびっくり バブルショー 大  西  紘  生 木津川市立州見台小学校 1年 
優秀賞 暑い日に家族でせんたく物ほし 飯  田  花  帆 京都市立正親小学校 3年 
優秀賞 貴船で流しそうめん 草  場  咲  菜 長岡京市立長岡第五小学校 4年 

    

      Vol.137    いま一度、家庭を 毎月第 4土曜日は「家庭の日」           令和 7年 3月（4）   

「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」を実施
＜主催/京都府 京都府教育委員会 （公社）京都府青少年育成協会＞

小学生から見た家族や家庭内での微笑ましいふれあいを絵に表

現することを通して、子どもたちの健やかな成長にとって家庭の

役割の大切さを再認識することを目的として行い、本年度は、105

校・737 作品の心温まる絵画の応募をいただき、京都府知事賞に

鷲田海佳人さん（宇治市立岡屋小学校 3 年生）他入賞者 22 名と佳

作 53名が選ばれ、去る 3月 2日（日）、京都ガーデンパレスで表彰

式を行いました。 

また、入賞作品等の巡回展示を令和 7年 3月から府内 26箇所で

開催しています。 

＊入賞作品及び巡回展示の日程等は当協会 HP をご覧ください。

入賞作品及び巡回展示の日程等は当協会 HPをご覧ください。 

★家族ふれあい大賞 京都府知事賞 
「かぞくで もぐって びっくり」 

宇治市立岡屋小学校3年 鷲田海佳人さん 

 

★表彰式 
 

 
★表彰式 

 
★巡回展示 

令和 6年度家族ふれあい大賞第 28回「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」入賞等作品巡回展示 

＊巡回展示の期間等に変更が生じた場合は、当協会 HPにてお知らせします。 
＊亀岡市会場及び京都府立図書館会場は調整中です。決まりましたら、当協会 HPにてお知らせします。 

≪会場名≫ 
宇治市会場 
京都府庁会場 
井手町会場 
南山城村会場 
城陽市会場 
和束町会場 
八幡市会場 
伊根町会場 
京丹後市会場 
綾部市会場 
舞鶴市会場 
福知山市会場 
与謝野町会場 
久御山町会場 
マリーンピア会場 
宮津市会場 
京丹波町会場 
南丹市会場 
精華町会場 
木津川市会場 
京田辺市会場 
長岡京市会場 
宇治田原町会場 
向日市会場 

≪展示期間≫ 
3月  7日（金） 9時～14日（金）正午（土日閉庁） 
3月 18日（火）13時～21日（金）16時 
3月 28日（金） 9時～4月 3日（木）正午（月休館） 
4月  4日（金） 9時～10日（木）正午（土日閉館） 
4月 11 日（金） 9時～17日（木）正午（土日閉庁） 
4月 18日（金） 9時～24日（木）正午（土日閉庁） 
4月 25日（金） 9時～5月 1日（木）正午（水休館） 
5月 16日（金） 9時～22日（木）正午（土日休館） 
5月 23日（金） 9時～29日（木）正午 
5月 30日（金）10時～6月 5日（木）正午（月休館） 
6月  6日（金） 9時～12日（木）正午（土日閉庁） 
6月 13日（金） 9時～19日（木）正午 
6月 20日（金） 9時～26日（木）正午（月休館） 
6月 27日（金）13時～7月 3日（木）正午（月休館） 
7月  4日（金）13時～10日（木）正午 
7月 11 日（金）10時～17日（木）正午 
7月 18日（金） 9時～24日（木）正午（土日祝閉庁） 
7月 25日（金） 9時～31日（木）正午（月休館） 
8月  1日（金） 9時～ 7日（木）正午（土日閉庁） 
8月  8日（金）10時～17日（日）閉館まで（月休館） 
8月 26日（火）13時～31日（日）正午（月休館） 
9月  5日（金） 9時～11 日（木）正午（土日閉庁） 
9月 12日（金） 9時～18日（木）正午（火休館） 
9月 26日（金）10時～10月 2日（木）正午（月休館） 

≪展示会場（住所）≫ 
宇治市役所 1F市民交流ロビー（宇治市宇治琵琶 33）  

京都府庁 2号館 1階展示コーナー（京都市上京区下立売通新町西入る） 
井手町立山吹ふれあいセンター1階ロビー（井手町大字井手小字東高月８） 
南山城村文化会館 やまなみホール（相楽郡南山城村大字北大河原小字久保 8） 

城陽市役所西庁舎 3階 教育委員会 壁面（城陽市寺田東ノ口 16番地、17番地） 

和束町役場 1F住民ホール（相楽郡和束町大字釜塚小字生水 14-3） 
八幡市文化センター ロビー（八幡市八幡高畑 5番地 3） 

伊根町コミュニティセンター ほっと館ロビー（伊根町字日出 651番地） 

峰山地域公民館（京丹後市峰山町杉谷 1030番地） 
あやテラス（オープンギャラリー）（綾部市青野町西馬場下） 
舞鶴市役所 1F市民ホール（舞鶴市字北吸 1044番地） 

市民交流プラザふくちやま 3F ギャラリー（福知山市駅前町 400） 

与謝野町生涯学習センター 知遊館（与謝郡与謝野町字岩滝 2271番地） 
ふれあい交流館ゆうホール（久世郡久御山町佐古外屋敷 235番地） 
京都府立青少年海洋センター （宮津市字田井小字大池 382）  
宮津市福祉・教育プラザ 3F浜町ギャラリー（宮津市字浜町 3012） 
京丹波町役場 2階議場ロビー（京丹波町蒲生蒲生野 487番地 1） 
南丹市八木市民センター iスタやぎ 1F ギャラリー（南丹市八木町八木東久保 29 -1） 
精華町役場 2F図書館前交流スペース（相楽郡精華町大字南稲八妻小字北尻 70）  
木津川市中央図書館（木津川市木津町内垣外 36）  
京田辺市中央図書館 ギャラリー（京田辺市田辺辻 40）  
長岡京市役所新庁舎 1階ロビー（長岡京市開田一丁目 1番 1号）  
宇治田原町総合文化センター ロビー（宇治田原町大字岩山小字沼尻 46番地 1）  
向日市立図書館（向日市寺戸町南垣内４０番地１） 
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賞 テーマ 氏 名 学校・学年 

京都府知事賞 私が決める 牧 野 心 春 亀岡市立南桑中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長賞 私が思う「障害」 富 永 和 奏 舞鶴市立青葉中学校 3年 

京都府教育委員会教育長賞 だれもが生きやすい社会に  
～無意識の差別を超えて～ 

前 田 花 音 亀岡市立亀岡中学校 3年 

京都市教育長賞 そんなところも大好き 井 上 ゆりあ 京都光華中学校 3年 

京都府市町村教育委員会連合会会長賞 多様性社会 永 澤 琴 羽 亀岡市立東輝中学校 3年 

京都府公立中学校長会会長賞 一人の時間があるから団らんが好き 下 川    桜 向日市立西ノ岡中学校 3年 

京都府ＰＴＡ協議会会長賞 自分の中の自分 入 江 千咲葵 亀岡市立南桑中学校 3年 

京都市ＰＴＡ連絡協議会会長賞 「比較癖」 杉 本 咲 愛 京都府立福知山高等学校附属中学校 3 年 

京都新聞賞 知れば変わる私たちの未来 小 山 にじ香 福知山市立日新中学校 3年 

ＫＢＳ京都賞 「普通」という言葉 今 西 優芽愛 亀岡市立南桑中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 中学生の交通費 谷 口 愛 佳 京都府立洛北高等学校附属中学校 2年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 喜怒哀楽の「怒」 上 山 陽 花 与謝野町宮津市中学校組合立 
                    橋立中学校 3 年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 あきらめないで 田 村 柊 十 舞鶴市立和田中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 「量」と「質」のバランス論 谷 村 知 洋 京都府立福知山高等学校附属中学校 3 年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 最初の「日本人」に立ち返る 廣 澤 奈々美 向日市立勝山中学校 3年 

         Vol.137     気づいてる? あなたのまわりの あたたかさ             令和 7年 3月（5）   

」

■開催日 令和6年9月22日（日） ■開催会場 京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都 

（主催／（公社）京都府青少年育成協会・京都府ＰＴＡ協議会・京都市ＰＴＡ連絡協議会・（独）国立青少年教育振興機構） 

応募作文  5,157編（35校）  
事前審査  入選 15編（発表者）及び佳作 36編を選出。  
大会当日   中学生（川村 大さん（日本ボーイスカウト京都連盟）、松井咲樹さん（ガ

ールスカウト京都府連盟））の司会により進行し、14名の主張発表者
の堂々とした姿に会場の聴衆者は大きな感動を味わいまし
た。（＊１名欠席） 

審査の結果、京都府知事賞には「私が決める」をテーマに 
主張した、亀岡市立南桑中学校 3年の牧野心春さんが選ばれ、 
京都府代表として、全国大会候補者に推薦し、国立青少年教 
育振興機構努力賞を受賞されました。 

入賞者 

■大会の模様を You Tubeでご覧いただけます。 

京都府青少年育成協会 HPからご覧ください。 https://kyoto-seishonen.or.jp/ 
 

 

 

 

 

■DVDを作成し、府内中学校へ配布しました。 

 

「少年の主張京都府大会」で主張発表する作文を募集します。 

（主催／（公社）京都府青少年育成協会・京都府ＰＴＡ協議会・京都市ＰＴＡ連絡協議会・（独）国立青少年教育振興機構） 

 
◇開催日 令和 7年 9月 13日（土） 

◇会  場 京都市国際交流会館 

★応募対象は、京都府内の中学生及び特別支援学校中等部に在籍している生徒です。 

★応募締切は、令和 7年 7月 25日（金）（必着）です。 

■詳細は、（公社）京都府青少年育成協会 HPをご覧ください。   

第 47 回「少年の主張京都府大会」のご案内  

https://www.youtube.com/watch?v=fbEn984tpdA
https://kyoto-seishonen.or.jp/
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       Vol.137     青少年をあたたかく見守る地域社会づくり              令和 7年 3月（6）   
【京都府大会「京都府知事賞」/全国大会「国立青少年教育振興機構努力賞」受賞作文】 

（京都府代表） 

「私が決める」 

亀岡市立南桑中学校 ３年 牧 野 心 春 
 

 みなさんは子宮頸がんワクチン、正式名称「ＨＰＶワクチン」を知っていますか。子宮頸がんの原因となるウイル

スの感染を予防するためのものです。小学校６年生から高校１年生の間に打つことが推奨されています。私は今、

まさに中学３年生。打つか悩んでいます。なぜなら、このワクチンで重い副反応を負った方がいることを最近知っ

たからです。 

ある日、私は母に勧められワクチンの副反応で苦しんでいる方の話を読みました。主な症状は、突然の失神や

記憶障害など、日常生活に支障のあるものばかりでした。私はこれを読んで、健康を願い、このワクチンを打った

方がなぜ苦しまなければならないのかと苦しくなりました。驚いた私は、後日ワクチンを打つ予定の友達に聞いて

みました。すると、友達もこのような副反応が出た方がいることを知らなかったのです。 

ワクチンを打った一部の方が重篤な副反応に悩まされている事実、この事実は、私の友人をはじめ、周囲の

人々には浸透しきっていません。しかし調べたところ、このような重篤な副反応が出る確率は約３～７％でした。で

すが、もし自分が３～７％のうちに入ったらと思うと不安でしかたがありません。実際、ＨＰＶワクチンの接種率は、

欧米などの外国では約８０％なのに対し、日本では約１４％と非常に少ないのが現実です。長期間効果が持続す

るワクチンを打たない理由は、私と同様リスクを恐れる気持ちからなのでしょうか。 

 そこで私は、子宮頸がん検診の受診率を調べてみました。すると、外国は８０％以上であるのに対し、日本は約３

０％とこちらも非常に少ないです。改めて考えると子宮頸がんの検診はイメージがわきづらく、聞き馴染みもあり

ません。しかし、子宮頸がんは早期発見ができれば子宮を温存した上での治療、さらに妊娠も可能です。早期発

見率が高まることで救われる女性が多くいるのです。 

 では、どうすれば検診に行きやすくなるのでしょうか。一つは、金銭的な支援です。検診率の高い外国は、公的

医療保険などで金銭的な負担を軽減したり、かかりつけ医が受診を勧めたりしています。このように日本でも「定

期検診に行きたい」と思えるような工夫が必要だと思います。 

 しかし、最も大切なのは命のために、予防法をオープンにできる土壌をつくることだと思います。子宮頸がんは

誰にでも起こりうる病気です。日本では、２５から４０歳の女性のがんによる死亡理由の第２位は子宮頸がんによ

るもの、という調査結果もあります。そして、このＨＰＶワクチンで男性も予防できる病があります。それなのに、理

解が進んでいないのは「子宮」が女性特有の部位であること、また恥じらいがあるからだと感じます。女性は知ら

れたくない、男性は関係ない、またはよく分からない、このような状態では、理解も進みません。私は、命の方が恥

じらいよりも大切だと思います。「いざ」というときでは遅いのです。私と友人のように、普段からワクチンについて

話せる雰囲気作りが大切なのではないでしょうか。 

みなさんにはＨＰＶワクチンの副反応で苦しんでいる方々がいるという事実、検診に行く大切さを知っていただ

けたら嬉しいです。私は、自ら考え、知った上で、勇気を出してワクチンを打ってみようと思います。ただし、打った

からといって油断するのではなく、検診は定期的に受け、できるだけ早期発見に努めることを意識して生きようと

思います。 

 私は打つ。しかし、打つ打たないは個人の自由です。ですが、ワクチンや検診という選択肢があることを忘れな

いでほしいのです。また、男性も関係のないことではないと知ってほしいです。 

自分や、大切な人の身体に対して、命を最優先に考えられる人に私はなりたい。みなさんもＨＰＶワクチンや検診

について知っていただけたのであれば、ぜひ身近な方と話をするところからはじめてみませんか。 
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       Vol.137    大人が変われば子どもも変わる運動                   令和 7年 3月（7）   
～青少年育成市町村民会議の活動報告等～ 

★詳細は、各団体へお問い合わせください。 

 

●青少年問題協議会研修会 

開催日  10月 23日(水)   

会 場  みやづ歴史の館 文化ホール 

内 容  講演 「自尊感情・自己肯定感を育むために～身近な大人にできること～」 
講師 日本ウェルネススポーツ大学  教授  近 藤  卓 氏 

●令和 6年度 第 26回 宮津市中学生の主張大会 

開催日  11月９日(土)  

会 場  みやづ歴史の館 文化ホール 

内 容  宮津・栗田・橋立中学校の全校生徒 331人の中から選ばれた 9人が、 
社会に向けた提言や自己の生き方などについて発表 

●「あいさつ・こだまキャンペーン」 

活 動  年間を通して毎月 11日を中心に実施 

場 所  宮津小学校前 

内 容  のぼりを掲出し、あいさつ、声かけ、見守り運動 

●宮津市「子どもをはぐくむ 7ヵ条」リーフレットの配布 

対 象  新小学 1年生児童保護者と保育所・園・小・中学校 
 

宮津市青少年問題協議会 宮津市字柳縄手 345-1 宮津市教育委員会社会教育課内 TEL 0772-45-1642 

-御提出いただきました活動報告等を、一部事務局で編集し掲載しました。- 
＊掲載 順不同 

 
 
●クリスマス会（主催/ジュニアリーダー会） 

開催日 12月 15日（日）  会 場 宇治市生涯学習センター 

●第 42回宇治市青少年健全育成推進大会 

開催日  1月 26日（日） 会 場 宇治市生涯学習センター 

内 容  第 1部 式典 感謝状贈呈 

第 2部 実践活動報告 
ジュニアリーダー会、ジュニアリーダー（ふる里） 学習会参加児童代表発表、地域青少協の活動報告） 

第 3部 講演 「やさしさわすれないで」～阪神・淡路大震災から 30年～ 
講師 佐々木 勉 氏 （阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター 語り部 元 旧二葉小学校教諭（教育復興担当教員） 

●管外視察研修    

研修日 ２月１4日（金） 

訪問先 神戸市・阪神淡路大震災記念 人と未来防災センター 

目 的 災害や災害や防災・減災について学び、人や地域を守るために、自分で考え、判断し、 
行動できる力を身に着けにつけるための一助とする目的で管外視察研修を実施。 

●ジュニアリーダー会議       開催日 ３月１6日（日） 

●「宇治市青少協だより」発行   発行日  ３月２８日（金） 

宇治市青少年健全育成協議会 宇治市宇治琵琶 33 宇治市役所 6階 宇治市教育委員会教育支援課家庭地域支援係内 TEL0774-20-8766 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

★リーフレットの詳細はこ
ちらからご覧ください。 

 

 
 
●第 44回久御山町青少年の主張発表会 

日 時 １月 18日（土）9時 30分～11時 30分 

場 所 ゆうホール交流ホール 

内 容 小学生６人・中学生３人・高校生３人、合計 12人が、体験したことや 

感じたことを発表し、まとめ冊子を発行します。 

当日は、司会・記録係を久御山高校の生徒が務めました。 

●機関誌「らしんばん」の発行    発行日 ３月 15日（土）（予定） 

●第 3回青少年健全育成協議会役員会・委員会 

開催日 ３月 26日（水）久御山町役場 

久御山町青少年健全育成協議会 久世郡久御山町嶋田ミスノ 38 久御山町教育委員会生涯学習応援課内 TEL 075-631-9980 
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    Vol.137   明るい家庭と地域の輪が育てる心豊かな青少年             令和 7年 3月（8）   

 
 

●たこづくりとたこあげ大会 

日  時 1月 18日(土)13時～16時 00分    場  所 市民交流センター、川口市民運動公園 

参加者 19名(子ども)、ほか引率者およびスタッフ等 41名……計 60名 

内  容 本会会長である山本 均氏の指導のもと、子どもたちが個々に和凧を作成し、できた凧をグラウンドで飛ばした。当日は、快 
晴で暖かく、風向きが変わりやすかったが、子どもたちは元気に走りながら、たこを空高くあげました。 

●第３回支部長会 

日  時 3月 1日(土)午後  開催予定    場  所 八幡市文化センター 

八幡市青少年育成補導委員会 八幡市八幡園内 75 八幡市教育委員会こども未来部こども未来課内 TEL 075-983-5674 

 
 
●年末村内パトロール 

開催日 12月 23日（月）  

内 容 木津署員、木津防犯推進委員、役場職員、教育委員会職員らが参加して、村内を２手に 
分かれてパトロールや村内の１０地区でも、地区ごとに夜間パトロールを行いました。 

●相楽「少年の主張」大会 

開催日 ２月１６日（日）   会 場 精華町 かしのき苑 

報 告 小学生、中学生の部ともに優秀賞を受賞しました。 

【小学生の部】 西 祐希空 さん 「みんなちがって、みんないい」 

【中学生の部】 アブドゥル・フセイン・アリーナ さん 「かわいそうなんかじゃない」 

●南山城村青少年育成協議会 役員会・専門委員会 

開催日 ３月１０日（月）  

内 容 今年度の事業・活動のまとめと来年度に向けて 

＊育成研修として、「京都府青少年すこやかフォーラム」に少ない人数でしたが、参加させていただきまして、ありがとうございました。 

テーマでもありました「人と人とがつながる地域づくり」に子どもたちを中心に据えて、本協議会も活動していきたいと思います。 

南山城村青少年育成協議会 相楽郡南山城村大字北大河原小字久保 8 相楽東部広域連合教育委員会 南山城村分室内 TEL 0743-93-0580 

 

●青少年健全育成「第 29回市民ふれあいコンサート」 

開催日 3月 20日(祝・木) 
場 所 永守重信市民会館 

出 演 市内３中学、１高校、１団体 

向日市青少年健全育成連絡協議会 向日市寺戸町中野 20 向日市教育委員会生涯学習課内 TEL 075-874-2987 

 

 

 
 
●第４１回綴喜青少年の主張大会 

開催日 １月２５日（土）   会 場 井手町立泉ヶ丘中学校体育館   参加数 180名 

内 容 綴喜２市２町を代表した１５名の児童・生徒の主張発表 
＊来場された方々から、心のこもった多くのあたたかい応援をいただきました。 

★井手町青少年を育てる会役員におきましても、前日準備をはじめ、当日も駐車場係などの役割分担に対し、責任を持ってその勤め 

を果たすことができました。 

井手町青少年を育てる会 綴喜郡井手町大字井手小字二本松 3-1 井手町教育委員会社会教育課内 TEL 0774-82-5700 

 
 
●オーサービジット事業（共催/南丹市立図書館） 

内 容 講師 絵本作家 たなか ひかる 氏 

（一般市民対象）９月１６日（月・祝） 京都丹波高原国定公園ビジターセンター 

（小中学生対象）９月１７日（火）   南丹市立美山小学校・美山中学校 
●あいさつ運動 

内 容 ①啓発標語の募集  ②応募作品数 １８７（市内小学６年生対象）  

③最優秀賞「あいさつで えがお広がる 地域の輪」 

＊入賞作品を掲載した啓発グッズを作成し、啓発活動等で使用 

●啓発活動 

期 間 １０月～１１月 場 所 市内４小学校校門前 

●「社会を明るくする運動」への参加    

実施日 ７月５日（土）  内 容 街頭啓発 

●家族ふれあい大賞「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展（協働/京都府青少年育成協会） 

実施日 7月１２日（金）～7月１８日（木）   場 所 八木市民センター１階ギャラリー 

南丹市青少年育成協会 南丹市園部町小桜町 47 南丹市教育委員会社会教育課内 TEL 0771-68-0057 
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  Vol.137    青少年をあたたかく見守る地域社会づくり              令和 7年 3月（9）   

～青少年（育成）団体の活動報告＆事業案内～ 

★詳細は、各団体へお問い合わせください。 -御提出いただきました報告等を、一部事務局で編集し掲載しました。- （掲載順不同） 

 
 

●「子ども発表会作文集」の発刊（1月） 

内 容 12月 1日（日）実施の「子ども発表会」意見作文集（小中校生 10名） 

配布先 学校・青少年育成会関係者・民生委員・公民館・図書館・区長等 

その他 発表者には図書カードと収録ＤＶＤ、発表写真を進呈 

●「育成会運営委員会・啓発委員部会合同会議」（3月下旬） 

  ・6年度の活動の振り返り、7年度への申し送り事項の確認  ・6年度事業報告、会計決算中間報告の確認 

  ・7年度青少年育成功労者等表彰候補者の確認          ・7年度総会・研修会について 

●「育成会支部活動のまとめ、7年度支部役員確認」集約（3月末） 

与謝野町青少年育成会 与謝郡与謝野町字加悦 433 与謝野町教育委員会社会教育課内 TEL 0772-43-9026 

 
 

■社会奉仕活動 ｰ清掃ｰ 

審判前または試験観察中の少年とＢＢＳが一緒に地域を清掃する活動です。 

（1人の少年と数人の BBS メンバー、保護司の方々と班を組んで清掃活動を行います。） 

■児童自立支援施設訪問 

児童自立支援施設を訪問して、子どもたちと交流をします。子どもたちと一緒にスポーツをしたり、文化祭や遠足などの各行事に参加
したり、学習補助も行っています。 

■少年院や児童養護施設での学習支援 

少年院では、義務教育課程の少年に、個別で学習支援を行っています。基本は一対一で、少年院内の教材や少年が持参したものを用
いて、少年の希望する分野・範囲の学習をします。また、児童養護施設では主に高校生への学習支援を行っています。教科補助を行う中
で、BBS会員と交流することにより対象者のコミュニケーション能力の向上を目指します。 

■ともだち活動 

保護観察所、家庭裁判所などから依頼された少年の｢ともだち｣となって勉強を教えたり、一緒に遊んだりする活動です。学習補助や交
流を通して、一時的な友好関係を築くもので、定期的・継続的に会う個別活動をしています。 

＊その他、少年への学習支援や各種研修会を随時行う予定です。 

京都 BBS連盟  京都市上京区烏丸通今出川上ル岡松町 255 京都保護観察所内 TEL 075-441-5141 

 
 
 

■「元気アップ教室～チャレンジ・ザ・ゲーム～」 
開催日 ３月 1日（土）  会 場 城陽市民体育館 

技術や体力、運動の得意・不得意に関係なく、誰もが楽しみながら体を動かすことができ、 

達成感や一体感を味わうことができるチャレンジ・ザ・ゲームの体験講習会を行いました。 

★和やかな雰囲気の中、多くの種目を楽しく体験していただきました。 

■「レクリエーション・インストラクター養成講習会」 
開催日 ３月１日（土）、２日（土）   会 場 城陽市民体育館   参加費 無料 
レクリエーションの支援者を目指す方を対象に、講習会を実施しました。今回は、アダプテッ 
ドスポーツについて学び、ボッチャを手作りして楽しむことを通して、レクリエーション支援の 
方法等について考えました。 

京都府レクリエーション協会  京都市南区東九条下殿田町 70京都府ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ内  TEL ＆FAX 075-634-7584  

メール info@kyoto-rec.net   URL http://www.kyoto-rec.net/ 

  

 
 

■第３３回 いのちの講演会（京都府青少年育成協会後援事業） 

日 程  令和７年７月１３日（日） 午後１時 30分～3時 30分 （1時受付） 

会 場  京都市呉竹文化センター ホール   （伏見区京町南 7丁目 35番地の１） 

内 容  講演  テーマ  「こうのとりのゆりかごから始まる第二の人生 」 

講 師   宮津 航一氏 （一般社団法人子ども大学くまもと理事長・代表理事 ）  

配 信   令和７年 7月 14日（月） ～ 7月 24日（木） 

参加費  会場・配信 共通  大人 1,200円  学生（中学生以上）800円  ※会場当日券（大人）1,500円 

 

京都小さな生命を守る母親の会 京都市伏見区京町指物町 562  TEL 075-611-0902   

≪宮津航一さん プロフィール≫ 

2003年１１月誕生。2007年慈恵病院（熊本市）の「こうのとりのゆりかご」に預けられる。同年、里親の宮津美光・みどり夫妻のもとへ委託。2021年普通養子縁組成

立。同年ふるさと元気子ども食堂を開設。2022年こうのとりのゆりかごに預けられた生い立ちを公表。熊本朝日放送テレメンタリー2022、NHKおはよう日本、日本

経済新聞など、多数のメディアに取り上げられる。 

2023年 国際ソロプチミスト日本財団学生ボランティア賞受賞。講演活動も多数行っている。現在、熊本県立大学総合管理学部総合管理学科在学中。ふるさと元気子

ども食堂代表。一般社団法人子ども大学くまもと理事長・代表理事。 
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      Vol.137    明るい家庭と地域の輪が育てる心豊かな青少年          令和 7年 3月（10）  

京都府健康福祉部家庭・青少年支援課 TEL:075-414-4305 

－青少年のインターネット利用状況に関するアンケート調査結果－ 

京都府では、小学４年生から高校３年生までの青少年とその保護者を対象にしたインターネット利用状況に関するアンケート

調査を行っています。 

 令和６年度は、合計 20,239件（児童・生徒の回答：11,620件、保護者の回答：8,619件）のご回答をいただきました。 

 アンケート結果から、今一度ご家庭でのルール作りやフィルタリングの必要性などについてお話しください。 

  

 
青少年全体で約 8.6％の青少年が実際に会ったこと
があると回答。 

 
約半数のご家庭でネットで知り合った人と会うルールを決
めていません。 

  

京都府警察では、ネット安心アドバイザーや警察職員を派遣して出前講座を開催しています。 

出前講座には、体験型（タブレット版、Ｗｅｂ版）と講義型があり、小学校低学年から受講や学童クラブの方で

も受講可能な講座がありますので、詳しくは京都府警察までお問い合わせください。 

  
■お問い合わせ先 

 京都府警察 サイバー対策本部 サイバー企画課 対策防犯第一係 

  電話番号：075-451-9111     

   Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.pref.kyoto.jp/fukei/anzen/cyber/demae_koza.html  

－出前講座のご案内－ 

京都府健康福祉部家庭・青少年支援課
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      Vol.137    青少年をあたたかく見守る地域社会づくり              令和 7年 3月（11）   
～京都府の非行少年 

・ひきこもり対策について～ 

 
【少年非行】     
子どもの服装、持ち物や行動の変化に気づきましょう。未然防止がとても大事です。 
京都府では、家庭支援総合センター内にユース・アシスト（立ち直り支援チーム）を設置し、幅広い関係機関と連携して非行等の問題を抱

える少年の立ち直り支援を行っています。 
概ね中学生から成人するまでの少年及び保護者を対象に、少年一人ひとりに適した支援プログラムを作成し、様々な体験活動等を通じ

て立ち直りを支援します。 
ご利用については、学校や京都府総合教育センター、各児童相談所など関係機関を通じて御相談ください。  

【ひきこもり】 
ひきこもりの課題は、本人や家族が早い段階から適切な支援に繋がることが大切です。 
京都府では、ひきこもり傾向にある児童生徒の支援のため「チーム絆」早期支援特別班を設置し、学校や民間支援団体等と連携しなが

ら、本人や家族が早期に適切な支援を受けることができるよう取り組んでいます。 
秘密は厳守されますので、安心してお近くの相談窓口にご相談ください。ご相談は無料です。 

■「チーム絆」早期支援特別班 
TEL ０７５－５３１－５２５５ 
FAX ０７５－５３１－９６１０ 
〒605-0862 京都市東山区清水四丁目 185番地１ 
京都府家庭支援総合センター内 
●月～金 ９：００～１６：００ 

■北部サテライト「チーム絆」早期支援特別班 
ＴＥＬ  ０７７３－２２－８７２８ 
ＦＡＸ  ０７７３－２２－８７２８ 
〒620-0055 福知山市篠尾新町一丁目 91番地 
京都府福知山総合庁舎内 
●月～金 ９：００～１６：００ 

≪連絡先≫京都府家庭・青少年支援課（075-414-4305） 

「チーム絆」早期支援特別班 北部サテライト「チーム絆」 
早期支援特別班 

京都府教育委員会からのお知らせ（社会教育課） 

                      
読書（本に触れること）を通して、親子のコミュニケーションを深める「親子読書」を紹介し、親と子がふれあうきっかけづくり 
を提案しています。    ★ぜひ、ご活用ください。 

■啓発リーフレットの御案内 

   

★啓発リーフレット 

 

  
 

       

令和 7年度家族ふれあい大賞第 29回「家庭の日絵画展」 

 
小学生から見た、親子や家庭内におけるほほえましい雰囲気などを表現した絵画作品を募集します。 

絵画作品の応募対象は、京都府内の小学生及び特別支援学校小学部に在籍している児童です。 

絵画作品の応募締切は、令和 7年 9月 17日（水）（消印有効）です。 

●入賞作品等の巡回展示は、青少年育成市町村民会議等と連携して開催します。 

●入賞作品を活用した「家庭の日運動」啓発カレンダーを作成します。 

■詳細は、（公社）京都府青少年育成協会 HPをご覧ください。  

～「家庭の日」運動の普及啓発事業～（主催／京都府 京都府教育委員会 （公社）京都府青少年育成協会） 

京都府青少年育成協会からのお知らせ 

≪表紙≫ ≪裏表紙≫ ≪内容≫ 

https://www.pref.kyoto.jp/info/gyosei/soshiki/063/index.html
https://kyoto-seishonen.or.jp/
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■問合せ先 京都府立青少年海洋センター（マリーンピア） 

〒626-0068宮津市字田井 382 

          tel:0772-22-0501  Mail受付:webサイト内、お問合せフォームから 

      Vol.137    気づいてる? あなたのまわりの あたたかさ             令和 7年 3月（12）   
京都府立青少年海洋センター 

●学校行事、宿泊学習、クラブ活動 

 宮津湾は、「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟しています。海風や海音を感じながら、みんなで活動しませんか?   
＊お気軽にお問合せください。 

●スポーツ・ゼミ・吹奏楽等合宿 ＜宿泊定員：225名(大人)＞ 

・バドミントン・バスケットボール・レスリングなど様々な合宿にご利用いただけます。 

★なんと言っても!!市街地から離れた立地の為、吹奏楽部・応援団・音楽・ダンスの合宿など、思う存分の活動ができます。 
 ＊近年、ミニバスケットボールやバレーボールの活動などの利用が広がっています。 

・研修室や講堂での研修にもご利用いただけます。 

●日帰り利用 ★宿泊者の利用が優先となりますので、詳しくはおたずねください。 

 フィールドアスレチック、ボルダリング場、トレーニング場、芝生の広場をご利用いただけます。 

  

 

 

 

 

 

■主催事業の報告 ＊宮津湾でのカヌーや釣りの体験活動やクリスマスコンサートを行いました。 

ボルダリング場 講堂（約 200名収容） 体育館（冷暖房完備） 宿泊室（定員 10名）20室 

★学校行事や宿泊学習、クラブ活動に是非ご活用ください。★ 
施設：講堂・研修室・アスレチック・ボルダリング場・トレーニング場・野外炊事場・体育館など 

カヌー体験、カッターで釣り体験（7月・8月） 

さわやかな青空のもと、カヌーや釣りにチャレンジし、大い

に盛り上がりました。 

   

クリスマスコンサート（12月） 

楽しい一日を過ごしました。 

■その他 

マリーンピアを会場に「宮津田井海まちフェスタ」が開催されました。 

当日は天候に恵まれ、多くの方にご来場いただきました。 

  

http://marinpia.jp/
http://marinpia.jp/

